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生活・平和・憲法の危機
自公+維新の政治に あきらめない、くさらない

お
か
ざ
き
彩
子
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ま
せ
ん
か
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

政
策
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
な
ど
が
見
ら
れ

ま
す
。
ブ
ロ
グ
も

更
新
し
て
い
ま
す
！

２
０
２
２
年
７
月
に
参
議
院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
日
本
の
進
路
を
決
め
る
重

要
な
選
択
が
迫
ら
れ
ま
す
。
参
院
選
で
自
公+

維
新
勢
力
が
勝
て
ば
、
今
後
３
年
間
は
国
政
選

挙
は
な
く
、
改
憲
を
含
め
た
「
や
り
た
い
放
題
」
の
政
治
が
続
き
ま
す
。
新
社
会
党
は
、
青
年

女
性
委
員
会
代
表
の
「
お
か
ざ
き
彩
子
」
さ
ん
を
社
民
党
の
参
議
院
比
例
予
定
候
補
の
「
共
同

名
簿
」
に
登
載
し
ま
し
た
。

今
、
非
正
規
、
女
性
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
な
ど
社
会
的
差
別
に
置
か
れ
て
い
る
人
々
の
声
を

届
け
る
た
め
に
奮
闘
中
で
す
。
共
に
声
を
あ
げ
ま
し
ょ
う
！



ロ
シ
ア
の
戦
争
で
、
武
力
に
よ

る
「
抑
止
力
」
が
世
界
で
席
巻
し

て
い
ま
す
。

「
抑
止
力
」
と
は
、
相
手
国
に

武
力
で
恐
怖
を
与
え
て
攻
撃
を
控

え
さ
せ
る
論
理
で
す
。
こ
の
抑
止

論
の
典
型
が
「
核
の
威
嚇
・
恐
怖
」

の
論
理
で
、
米
ソ
冷
戦
期
で
は
、

互
い
に
核
兵
器
を
保
有
し
「
恐
怖

の
均
衡
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

あ
る
国
が
核
兵
器
を
使
え
ば
、

反
撃
の
核
攻
撃
で
、
世
界
は
熱
核

戦
争
で
破
滅
す
る
、
使
え
な
い
兵

器
で
し
た
。
し
か
し
「
戦
術
核
兵

器
」
が
今
は
開
発
さ
れ
、
地
域
に

限
定
し
た
攻
撃
が
現
実
味
を
帯
び
、

現
に
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領

は
小
型
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
す

る
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

仮
に
、
あ
る
国
が
地
域
に
限
定

し
た
戦
術
核
兵
器
を
使
っ
て
も
敵

の
報
復
が
戦
術
核
兵
器
と
は
限
ら

ず
、
戦
争
が
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
れ

ば
人
類
滅
亡
の
危
機
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
「
核
抑
止
力
」
を

止
め
る
に
は
核
兵
器
を
禁
止
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

国
連
で
は
こ
れ
ま
で
様
々
な
核

軍
縮
の
努
力
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

昨
年
１
月
に
は
核
兵
器
禁
止
条
約

が
発
効
し
、
今
年
３
月
に
は
60
カ

国
が
批
准
し
て
い
ま
す
。

「
核
兵
器
禁
止
条
約
」
は
核
兵

器
の
「
開
発
・
実
験
・
製
造
・
備

蓄
・
移
譲
・
使
用
・
威
嚇
」
を
禁

止
し
て
い
ま
す
が
、
原
爆
被
爆
国

の
日
本
は
条
約
に
賛
成
せ
ず
、
加

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

日
本
で
も
「
抑
止
力
」
や
「
核

共
有
」
が
浮
上
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
安
全
保
障
調
査
会
は
４

月
21
日
、
「
相
手
国
の
指
揮
統
制

機
能
」
に
も
反
撃
で
き
る
「
敵
基

地
攻
撃
能
力
」
提
起
し
ま
し
た
。

敵
国
が
日
本
に
向
け
て
ミ
サ
イ

ル
発
射
準
備
の
段
階
で
先
制
攻
撃

を
可
能
と
し
た
「
抑
止
力
」
で
す
。

一
方
、
野
党
か
ら
も
武
力
に
よ

る
「
抑
止
力
」
が
出
て
い
ま
す
。

立
憲
民
主
党
は
７
月
の
参
議
院

選
挙
の
重
点
政
策
で
、
核
兵
器
を

含
む
日
米
同
盟
の
抑
止
力
強
化
を

議
論
す
る
「
日
米
拡
大
抑
止
協
議
」

の
活
用
を
公
約
に
盛
り
込
み
、
こ

れ
で
は
日
本
の
「
核
共
有
」
論
に

事
実
上
踏
み
込
み
ま
す
。

ま
た
、
国
民
民
主
党
の
前
原
誠

司
元
外
相
は
４
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
、
「
防
衛
産

業
基
盤
の
育
成
と
敵
基
地
攻
撃
能

力
が
必
要
」
と
発
言
し
て
い
ま
す
。

共
産
党
の
志
位
和
夫
委
員
長
は

４
月
７
日
に
、
平
和
へ
の
外
交
の

努
力
を
基
本
と
す
る
が
「
万
が
一
、

急
迫
不
正
の
主
権
侵
害
」
に
は
自

衛
隊
の
活
用
を
提
起
し
、
世
間
を

驚
か
せ
ま
し
た
。

し
か
し
、
原
発
や
米
軍
基
地
が

全
国
に
存
在
す
る
日
本
は
完
全
に

防
衛
で
き
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。

核
に
限
ら
ず
、
通
常
兵
器
の
「
抑

止
論
」
は
兵
器
開
発
を
エ
ス
カ
レ
ー

ト
さ
せ
、
敵
を
上
回
る
兵
器
に
巨

額
の
血
税
が
使
わ
れ
ま
す
。
現
に

日
本
の
防
衛
費
（
軍
事
費
）
は
中

国
、
朝
鮮
の
「
脅
威
」
の
名
に
よ

り
、
５
年
間
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
１
％

か
ら
２
％
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の

教
訓
は
明
確
で
す
。
経
済
は
一
国

で
は
自
立
せ
ず
、
他
国
と
の
相
関

関
係
で
生
き
て
い
る
こ
と
は
明
白

で
す
。
ま
た
、
武
力
で
は
絶
対
に

平
和
は
創
れ
な
い
こ
と
も
再
確
認

で
き
ま
す
。

日
本
に
は
憲
法
前
文
と
９
条
が

あ
り
ま
す
。
日
本
の
安
全
保
障
は

武
力
に
よ
る
「
抑
止
」
で
は
な
く

政
治
、
経
済
、
文
化
な
ど
、
各
国

と
の
交
流
で
友
好
を
深
め
、
敵
を

つ
く
ら
な
い
、
憲
法
に
立
脚
し
た

安
全
保
障
政
策
に
あ
り
ま
す
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外
(1988年１月18日第三種郵便物認可)

2022年６月

新社会党機関紙「新社会」を読みませんか

月４回発行・タブロイド判・月額700円・送料１６８円

お問い合わせ先

敵
を
つ
く
ら
な
い
平
和
外
交
を
！

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に

よ
る
戦
禍
は
拡
大
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
ロ
シ
ア
の
戦
争
を
通

じ
て
、
与
野
党
を
問
わ
ず
日
本

の
安
全
保
障
政
策
に
大
き
な
変

化
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
核
兵
器
を
含
め
た
、
武
力
に

よ
る
「
抑
止
論
」
が
台
頭
し
極

め
て
危
い
論
理
で
す
。

危うい！憲法無視の 武力による「抑止」論

恫
喝
の
核
抑
止
力

核
兵
器
禁
止
条
約
へ

今
こ
そ
平
和
外
交
を

動
揺
す
る
な
野
党


